
地域活性化のための地方銀行と大学との連携について
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１．山梨中央銀行について
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名称：株式会社山梨中央銀行
所在：山梨県甲府市丸の内一丁目20番8号
創立：1941年12月1日
資本金：154億円
総資産：4兆5,061億円
総預金残高：3兆6,288億円
貸出金残高：2兆7,600億円
従業員数：1,634人
営業店舗数：本・支店89

（うちインターネット支店1）
出張所10

（うちライフスクエア8）
特徴：山梨県内唯一の地方銀行

県、市町村、大学との関係が深い
2025年3月31日現在



２．自己紹介
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 氏名 山田 尚 （やまだ しょう）
 所属 株式会社山梨中央銀行 地方創生推進部 山梨未来創生室
 役職 室長代理
 派遣先 国立大学法人山梨大学 研究推進・社会連携機構 
社会連携・知財戦略室 地域連携コーディネータ 客員教授
 経歴    1996年（平成8年）入行

県内・都内の法人・個人渉外業務を中心に銀行業務全般に従事
 2013年（平成25年） （株）サラダボウル（農業法人）に1年間派遣
 2017年（平成29年） （株）日本政策公庫千葉支店農林水産業に1年間派遣
 2023年（令和5年）地方創生推進部山梨未来創生室勤務
    商談会等マッチング業務、山梨大学との連携業務をメインに担当
 2024年（令和6年）8月から現職 地域連携コーディネータとして活動



３．コーディネータ活動の詳細およびその他の活動
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具体的な内容

地域事業者との連携 大学の研究シーズと企業のニーズとのマッチング

研究コンソーシアム
への参画 大学の研究シーズの社会実装への助言・支援

大学発スタートアップ
の起業支援 事業計画策定支援

大学と当行の
関係強化 学生と企業をつなぐ取組み



４．コーディネータの活動と意義
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 若年人口の減少に伴う競争激化により、大学においては、地方創生への貢献や大学
のシーズを地域社会に広く還元することで特色を出す動きが見られる。

 こうした動きに対して、地方銀行が積極的に取り組むことにより、当行・大学・地
域の事業者「三方よし」を実現することができる。

当行

大学 地域事業者

三方よし

・優れたシーズを活用できていない
・地方創生に関する取組みをしたい
・少子化が進む中で特色を出して
差別化を図り学生を確保したい

・技術開発等における課題解決のため
のリソース不足

・自社サービスの学術的根拠の不足
・幅広いシーズとのマッチングニーズ

・山梨唯一の地方銀行
・地域との親密なネットワーク
・地域や取引先の課題解決に向けた
伴走支援

・地方創生への積極的な取組み

当行がコーディネート



５．コーディネータの活動の変化
 大学の研究に関心のある地域事業者からの相談を対応する
 研究シーズを地域事業者に紹介（ビジネスチャンス直行便）

大学

研究シーズ

地域事業者
ニーズ

当行
コーディネータ

 大学は地方創生を担う機関
 地域事業者のニーズを聞き取り研究者による課題解決につなげる
 地域事業者による大学の活用事例の紹介

研究シーズ

研究シーズ

ニーズ

ニーズ

大学 研究シーズ

地域事業者
ニーズ

当行
コーディネータ

ニーズ

ニーズ研究シーズ

研究シーズ

マッチングの
見える化

聞き取った
ニーズ



やまなし地域デザイン

６．地方銀行と大学の連携
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 山梨中央銀行・やまなし地域デザインと大学が連携

観光価値創造業

脱炭素関連事業

広告宣伝・ﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ事業

新事業

地域構想推進プラットフォーム
（仮）

【既存のPFへのコーディネーターの
参画による発展的拡充】

目的：地域における高等教育への
地理的観点からのアクセス確保を
図り、地域に必要な人材を育成
取組：アクセス確保策や地域の人材
育成の在り方などについて、地域
の関係者が継続的に議論

連 携

地域研究教育連携推進機構
（仮）

目的：地域の小規模大学でも互
いの強みを生かせるよう、高等
教育機関間の連携を推進

取組：本学が中心となり、連携
開設科目や共同調達、共同運営
等により、各大学の強みを生か
した教育機会提供

金融
機関

経済
団体

私立
大学

山梨大学・山梨県立大学
（現・アライアンス）

実働部門

私立大学、産業界、金融機関等も含め、
地方創生のベクトル合わせ

各機関から出向者

地域の高等教育のあり方を検討

地
域
が
求
め
る
教
育
内
容
を
踏
ま
え
、
社
会
デ
ザ
イ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
学
環
を
設
置

連携

【文理融合型の教育組織】

目的：多様な学術知を融合
した領域横断的なカリキュ
ラムを構築

教育体制

社会デザインサイエンス
学環（仮）

地域資源を活用した社会科学
的素養のある地域人材の養成

A大学

B大学

地域課題を用いたPBL
（課題解決型学習）

山梨大学の４つの学部
が有する学術分野を領
域横断的に学べるカリ
キュラム

地域研究教育連携推進
機構を活用した県内の
教育リソースを活用

地域の教育資源を活用
し、地域のニーズに応え
る実践的教育を実現

国公私大連携による高等教育の確保

地域と、未来を創る
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appendix



山梨大学の今～コーディネータ山田のつぶやき
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山梨大学の今～コーディネータ山田のつぶやき
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